
参
院
選
直
後
の
７
月
14
日
、

国
の
社
会
保
障
審
議
会
医
療

保
険
部
会
が
開
か
れ
、
75
歳

以
上
が
加
入
す
る
後
期
高
齢

者
医
療
の
窓
口
負
担
増
や
、

70
歳
以
上
の
高
齢
者
に
対
す

る
自
己
負
担
限
度
額
（
高
額

療
養
費
制
度
）
の
引
き
上
げ

に
向
け
た
議
論
を
始
め
ま
し

た
。引

き
上
げ
計
画
は
、
安
倍

内
閣
の
「
経
済
・
財
政
再
生

計
画
」
に
よ
る
も
の
で
、
後

期
高
齢
者
の
窓
口
負
担
は
１

割
負
担
を
原
則
２
割
に
し
、

高
額
療
養
費
も
「
現
役
並
み

所
得
」
と
さ
れ
る
高
齢
者
を

中
心
に
現
役
世
代
と
同
水
準

ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
を
狙
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
、
日
本
医
師

会
は
「
75
歳
以
上
の
人
の
年

金
収
入
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な

い
。
一
気
に
負
担
を
高
く
す

る
の
は
反
対
だ
」
と
強
調
。

全
国
市
長
会
も
、
生
活
保
護

の
受
給
世
帯
が
増
え
続
け
て

い
る
と
述
べ
、
「
高
齢
者
の

所
得
格
差
は
現
実
と
し
て
あ

る
。
低
所
得
者
へ
の
配
慮
は

十
分
、
検
討
す
べ
き
だ
」
と

表
明
し
ま
し
た
。

経
団
連
は
「
現
役
世
代
の

負
担
と
の
公
平
性
」
を
口
実

に
「
原
則
２
割
負
担
に
す
べ

き
だ
」
と
主
張
し
、
高
額
療

養
費
も
「
す
み
や
か
に
見
直

す
べ
き
だ
」
と
求
め
ま
し
た
。

受
診
抑
制
・
生
活
破
壊

招
く医

療
費
の
窓
口
負
担
は
、

75
歳
以
上
が
１
割
（
現
役
並

み
所
得
者
は
３
割
）
、
70
～

74
歳
は
２
０
１
４
年
４
月
以

降
に
70
歳
に
な
っ
た
人
か
ら

２
割
負
担
に
引
き
上
げ
て
い

ま
す
。
厚
労
省
は
こ
れ
に
合

わ
せ
て
75
歳
以
上
も
２
割
に

引
き
上
げ
る
計
画
で
す
。
１

５
０
０
万
人
（
２
０
１
５
年

度
）
も
の
生
活
を
直
撃
し
ま

す
。

70
歳
以
上
の
負
担
増
は
、

１
９
８
３
年
に
「
老
人
医
療

費
無
料
制
度
」
が
廃
止
さ
れ

た
の
を
皮
切
り
に
、
２
０
０

１
年
に
定
率
１
割
負
担
導
入
。

70
～
74
歳
に
続
い
て
75
歳

以
上
も
２
割
に
な
れ
ば
、
際

限
な
い
負
担
増
に
な
り
ま
す
。

高
額
療
養
費
は
、
１
カ
月

あ
た
り
の
医
療
費
の
う
ち
上

限
を
超
え
た
分
を
払
い
戻
す

も
の
で
、
外
来
で
は
約
４
万

４
千
円
が
上
限
と
な
っ
て
い

ま
す
。
現
在
で
も
負
担
が
重

い
の
に
、
引
き
上
げ
は
高
齢

者
を
直
撃
し
ま
す
。

75
歳
以
上
の
年
金
収
入
は

基
礎
年
金
の
満
額
水
準
（
約

80
万
円
）
以
下
が
約
４
割
を

占
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
な
る

負
担
増
は
、
受
診
抑
制
を
い
っ

そ
う
ひ
ど
く
し
、
生
活
破
壊

を
招
く
の
は
必
至
で
す
。

暑
い
最
中
の
、
熱
い
応
援
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
力
及
ば
ず
、
申
し

訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
改

憲
勢
力
が
3
分
の
2
の
議
席

を
占
め
た
重
大
な
情
勢
の
も

と
、
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ

て
、
新
た
な
た
た
か
い
を
開

始
し
ま
す
。

今
回
の
選
挙
は
、
「
野
党
共

闘
効
果
」
を
実
感
し
ま
し
た
。

埼
玉
選
挙
区
で
は
生
活
の

党
が
「
推
薦
」
し
、
小
沢
代

表
が
志
位
委
員
長
と
共
に
応

援
ス
ピ
ー
チ
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
か
な
り
の
衝

撃
波
で
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
の

録
画
視
聴
は
1
万
近
く
に
も

な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
動

き
と
一
体
に
、
市
民
の
自
主

的
・
自
発
的
な
活
動
も
広
が

り
ま
し
た
。

ツ
イ
ッ
タ
ー
上
で
は
作
家

の
中
沢
け
い
さ
ん
、
盛
田
隆

二
さ
ん
ら
も
「
私
も
熱
烈
応

援
」
と
投
稿
さ
れ
ま
し
た
し
、

中
沢
さ
ん
は
飛
び
入
り
ス
ピ
ー

チ
も
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
見
て
き
ま

し
た
」
と
駅
で
飛
び
入
り
で

ビ
ラ
配
布
し
て
く
れ
る
方
、

電
話
か
け
を
手
伝
っ
て
く
れ

る
方
も
、
次
々
現
れ
ま
し
た
。

「
市
民
＋
野
党
」
で
大
き
な

財
産
を
得
ま
し
た
し
、
今
後

に
生
か
し
て
い
く
決
意
で
す
。

「
憲
法
隠
し
」
に
終
始
し
た

選
挙
戦
の
後
に
、
改
憲
に
突

き
走
る
こ
と
は
断
じ
て
許
さ

れ
ま
せ
ん
。
「
市
民
＋
野
党
」

を
更
に
力
あ
る
も
の
に
発
展

さ
せ
つ
つ
、
憲
法
守
り
生
か

す
闘
い
に
全
力
を
あ
げ
ま
す
。
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小
池
書
記
局
長
は

「
舛
添
前
都
知
事

を
『
こ
の
人
し
か

い
な
い
』
と
言
っ

て
担
い
だ
自
民
党

と
公
明
党
の
候
補

に
は
、
今
度
の
選
挙
に
出

て
く
る
資
格
は
な
い
。
反

省
文
で
も
書
い
て
い
て
ほ

し
い
」
と
痛
烈
に
批
判
し

ま
し
た
。
そ
れ
に
し
て
も

こ
れ
ま
で
自
治
体
つ
ぶ
し

の
「
道
州
制
」
導
入
の
旗

振
り
役
を
務
め
て
き
た
増

田
寛
也
氏
に
、
都
知
事
の

資
格
が
あ
る
と
い
え
る
の

で
し
ょ
う
か
▼
同
じ
穴
の

ム
ジ
ナ
の
小
池
百
合
子
氏

は
鳥
越
俊
太
郎
氏
を
「
病

み
上
が
り
の
人
を
連
れ
て

き
て
ど
う
す
る
」
と
街
頭

演
説
で
中
傷
し
て
ひ
ん
し
ゅ

く
を
か
っ
て
い
ま
す
。
鳥

越
氏
が
激
怒
す
る
の
は
あ

た
り
ま
え
で
す
。
勝
つ
た

め
に
は
な
ん
で
も
す
る
こ

の
人
の
恐
ろ
し
い
本
性
が

見
え
た
感
じ
で
す
▼
公
共

事
業
優
先
で
福
祉
を
犠
牲

に
す
る
人
、
暴
言
を
追
及

さ
れ
て
「
こ
れ
が
選
挙
」

と
居
直
る
人
に
、
首
都
東

京
の
知
事
を
ま
か
す
わ
け

に
は
ゆ
き
ま
せ
ん
。
日
本

中
が
注
目
し
て
い
る
選
挙

で
す
。
鳥
越
さ
ん
と
と
も

に
、
憲
法
守
り
生
か
す
都

政
の
実
現
に
む
け
て
今
こ

そ
都
民
の
意
思
を
示
し
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
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を
示
し
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

選
挙
が
終
わ
れ
ば
医
療
改
悪

社
保
審
が
医
療
改
悪
を
検
討

選
挙
が
終
わ
れ
ば
医
療
改
悪

社
保
審
が
医
療
改
悪
を
検
討

ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

改
憲
を
許
さ
な
い

新
た
な
決
意
で
頑
張
り
ま
す

ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

改
憲
を
許
さ
な
い

新
た
な
決
意
で
頑
張
り
ま
す

お
知
ら
せ

社
保
協
総
会
と
講
演

会
７
月
27
日
（
水
）

午
後
６
時
30
～

飯
能
市
富
士
見
公
民
館

テ
ー
マ

介
護
保
険
制
度

の
問
題
と
自
治
体
の
取
り

組
み

お
話

川
島

芳
男
氏

埼
玉
県
社
会
保
障
推
進
協

議
会
事
務
局
長

主
催
：
飯
能
市
社
会
保
障
を
よ

く
す
る
会

飯
能
市
の
水
を
考
え

る
学
習
会

８
月
６
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
～

飯
能
市
富
士
見
公
民
館
集

会
室定

方

弘
光
氏

元
埼
玉
県
自
治
体
問
題
研
究

所
事
務
局
長
・
元
大
久
保
浄
水

場
副
場
長

中
里
さ
つ
や
氏

元
飯
能
市
議
会
議
員

※
県
水
導
入
の
経
過
や
県

水
の
問
題
点
、
課
題
な
ど

を
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

お
知
ら
せ

社
保
協
総
会
と
講
演

会
７
月
27
日
（
水
）

午
後
６
時
30
～

飯
能
市
富
士
見
公
民
館

テ
ー
マ

介
護
保
険
制
度

の
問
題
と
自
治
体
の
取
り

組
み

お
話

川
島

芳
男
氏

埼
玉
県
社
会
保
障
推
進
協

議
会
事
務
局
長

主
催
：
飯
能
市
社
会
保
障
を
よ

く
す
る
会

飯
能
市
の
水
を
考
え

る
学
習
会

８
月
６
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
～

飯
能
市
富
士
見
公
民
館
集

会
室定

方

弘
光
氏

元
埼
玉
県
自
治
体
問
題
研
究

所
事
務
局
長
・
元
大
久
保
浄
水

場
副
場
長

中
里
さ
つ
や
氏

元
飯
能
市
議
会
議
員

※
県
水
導
入
の
経
過
や
県

水
の
問
題
点
、
課
題
な
ど

を
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

６９歳以下

外来 入院

現役並み所得者
（約３７０万円以上）

４．４万円 ８．７万円
２５．４万～
８．７万円

一般（約３７０万円
未満）

１．２万円 ４．４万円 ５．７万円

住民税非課税 ０．８万円 １．５～２．４万円 ３．５万円

現在の医療費の自己負担限度額

７０歳以上

年
収

伊藤 岳伊藤 岳



飯
能
市
で
は
、
今
年
か
ら

10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
方
針
で
あ
る
「
第
５
次
総

合
振
興
計
画
基
本
構
想
」
と

地
域
再
生
の
切
り
札
と
し
て

策
定
し
た
「
地
方
版
総
合
戦

略
」
の
説
明
会
を
各
公
民
館

で
行
っ
て
い
ま
す
。
冒
頭
、

上
副
市
長
か
ら
、
７
月
10
日

投
票
の
参
議
員
選
挙
で
選
挙

区
と
比
例
の
投
票
券
の
渡
し

間
違
い
が
あ
っ
た
こ
と
に
触

れ
、
深
く
お
詫
び
し
た
い
と

発
言
が
あ
り
、
そ
の
後
、
説

明
に
入
り
ま
し
た
。

飯
能
市
は
、
「
消
滅
可
能

性
都
市
か
ら
発
展
可
能
性
都

市
へ
・
飯
能
市
か
ら
始
ま
る

日
本
の
創
生
」
と
い
う
タ
イ

ト
ル
の
通
り
、
熱
い
意
気
込

み
で
総
合
振
興
計
画
を
策
定

し
て
い
ま
す
が
、
特
に
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
飯

能
市
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
施
策

を
実
施
し
、
若
者
の
転
出
を

く
い
止
め
、
転
入
さ
れ
る
方

を
増
や
し
、
10
年
後
の
人
口

８
万
人
を
目
標
に
取
り
組
む

と
し
て
い
ま
す
。

平
成
17
年
名
栗
村
と
合
併

し
た
時
点
で
８
万
５
千
人
弱

で
し
た
が
、
10
年
後
の
平
成

27
年
に
は
８
万
５
百
人
で
、

４
５
０
０
人
の
人
口
減
と
な
っ

て
お
り
、
そ
の
内
の
半
数
が

20
代
の
若
者
の
転
出
で
あ
る

と
い
う
実
態
を
重
視
し
、
重

点
施
策
と
し
て
次
の
４
事
業

を
位
置
づ
け
ま
し
た
。

４
つ
の
重
点
事
業

①
子
ど
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
無
償
化
、
子
ど
も

医
療
費
制
度
対
象
年
齢
拡
大
、

多
子
世
帯
等
保
育
料
軽
減
、

不
妊
治
療
助
成
、
結
婚
支
援

事
業
な
ど
少
子
化
対
策
。

②
農
あ
る
暮
ら
し
「
飯
能
住

ま
い
制
度
」
の
導
入
、
空
き

家
バ
ン
ク
制
度
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
補
助
制
度
、
多
世
帯
住
宅

取
得
・
改
修
補
助
な
ど
の
定

住
促
進
。

③
創
業
支
援
事
業
、
空
き
店

舗
活
用
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
設
置
補
助
な
ど
仕
事
づ
く

り
。

④
メ
ッ
ツ
ア
（
北
欧
の
雰
囲

気
と
ム
ー
ミ
ン
の
世
界
を
体

験
で
き
る
施
設
）
の
誘
致
・

連
携
・
飯
能
河
原
周
辺
の
魅

力
ア
ッ
プ
な
ど
に
よ
る
観
光

振
興
。

飯
能
住
ま
い
制
度

９
０
０
０
㎡
利
用
可
能

「
地
方
版
総
合
戦
略
」
で

は
、
①
メ
ッ
ツ
ア
と
飯
能
河

原
・
天
覧
山
周
辺
、
あ
け
ぼ

の
子
ど
も
の
森
公
園
を
訪
れ

る
観
光
客
を
山
間
地
域
に
も

波
及
さ
せ
る
。

②
「
飯
能
住
ま
い
制
度
」
の

導
入
で
、
南
高
麗
地
域
の
農

地
の
所
有
者
の
方
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
利
用
可
能
な

土
地
が
９
０
０
０
㎡
あ
る
と

の
説
明
で
し
た
。

他
に
、
地
元
の
特
産
品
を

各
地
区
行
政
セ
ン
タ
ー
で
販

売
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

が
ん
検
診

7
月
20
日
か
ら

電
話
受
付
ス
タ
ー
ト

が
ん
は
、
日
本
人
の
死
亡

原
因
の
第
1
位
で
す
。

最
近
で
は
早
期
発
見
と
早

期
治
療
に
よ
り
、
死
亡
率
を

減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

が
ん
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

は
「
早
期
に
発
見
し
、
早
期

に
治
療
を
始
め
る
こ
と
」
が

大
切
で
す
。

飯
能
市
で
は
、
国
の
指
針

に
基
づ
き
が
ん
検
診
を
行
い

ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
が
ん

検
診
を
受
け
て
ほ
し
い
と
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

が
ん
検
診
の
日
程
、
会
場
等

の
詳
細
は
「
平
成
28
年
度

飯
能
市
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
平
成
28
年
度

飯
能
市
健

康
カ
レ
ン
ダ
ー
」
は
、
市
役

所
本
庁
舎
、
各
地
区
行
政
セ

ン
タ
ー
、
駅
サ
ー
ビ
ス
コ
ー

ナ
ー
、
市
民
体
育
館
、
保
健

セ
ン
タ
ー
等
の
窓
口
で
も
配

布
し
て
い
ま
す
。

飯
能
市
で
は
、
今
年
か
ら

10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
方
針
で
あ
る
「
第
５
次
総

合
振
興
計
画
基
本
構
想
」
と

地
域
再
生
の
切
り
札
と
し
て

策
定
し
た
「
地
方
版
総
合
戦

略
」
の
説
明
会
を
各
公
民
館

で
行
っ
て
い
ま
す
。
冒
頭
、

上
副
市
長
か
ら
、
７
月
10
日

投
票
の
参
議
員
選
挙
で
選
挙

区
と
比
例
の
投
票
券
の
渡
し

間
違
い
が
あ
っ
た
こ
と
に
触

れ
、
深
く
お
詫
び
し
た
い
と

発
言
が
あ
り
、
そ
の
後
、
説

明
に
入
り
ま
し
た
。

飯
能
市
は
、
「
消
滅
可
能

性
都
市
か
ら
発
展
可
能
性
都

市
へ
・
飯
能
市
か
ら
始
ま
る

日
本
の
創
生
」
と
い
う
タ
イ

ト
ル
の
通
り
、
熱
い
意
気
込

み
で
総
合
振
興
計
画
を
策
定

し
て
い
ま
す
が
、
特
に
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
飯

能
市
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
施
策

を
実
施
し
、
若
者
の
転
出
を

く
い
止
め
、
転
入
さ
れ
る
方

を
増
や
し
、
10
年
後
の
人
口

８
万
人
を
目
標
に
取
り
組
む

と
し
て
い
ま
す
。

平
成
17
年
名
栗
村
と
合
併

し
た
時
点
で
８
万
５
千
人
弱

で
し
た
が
、
10
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後
の
平
成

27
年
に
は
８
万
５
百
人
で
、

４
５
０
０
人
の
人
口
減
と
な
っ

て
お
り
、
そ
の
内
の
半
数
が

20
代
の
若
者
の
転
出
で
あ
る

と
い
う
実
態
を
重
視
し
、
重

点
施
策
と
し
て
次
の
４
事
業

を
位
置
づ
け
ま
し
た
。
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つ
の
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点
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業

①
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無
償
化
、
子
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制
度
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拡
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軽
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不
妊
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、
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、
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度
、
多
世
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住
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取
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・
改
修
補
助
な
ど
の
定

住
促
進
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③
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業
支
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業
、
空
き
店

舗
活
用
、
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テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
設
置
補
助
な
ど
仕
事
づ
く

り
。

④
メ
ッ
ツ
ア
（
北
欧
の
雰
囲

気
と
ム
ー
ミ
ン
の
世
界
を
体

験
で
き
る
施
設
）
の
誘
致
・

連
携
・
飯
能
河
原
周
辺
の
魅

力
ア
ッ
プ
な
ど
に
よ
る
観
光

振
興
。

飯
能
住
ま
い
制
度

９
０
０
０
㎡
利
用
可
能

「
地
方
版
総
合
戦
略
」
で

は
、
①
メ
ッ
ツ
ア
と
飯
能
河

原
・
天
覧
山
周
辺
、
あ
け
ぼ

の
子
ど
も
の
森
公
園
を
訪
れ

る
観
光
客
を
山
間
地
域
に
も

波
及
さ
せ
る
。

②
「
飯
能
住
ま
い
制
度
」
の

導
入
で
、
南
高
麗
地
域
の
農

地
の
所
有
者
の
方
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
利
用
可
能
な

土
地
が
９
０
０
０
㎡
あ
る
と

の
説
明
で
し
た
。

他
に
、
地
元
の
特
産
品
を

各
地
区
行
政
セ
ン
タ
ー
で
販

売
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

が
ん
検
診

7
月
20
日
か
ら

電
話
受
付
ス
タ
ー
ト

が
ん
は
、
日
本
人
の
死
亡

原
因
の
第
1
位
で
す
。

最
近
で
は
早
期
発
見
と
早

期
治
療
に
よ
り
、
死
亡
率
を

減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

が
ん
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

は
「
早
期
に
発
見
し
、
早
期

に
治
療
を
始
め
る
こ
と
」
が

大
切
で
す
。

飯
能
市
で
は
、
国
の
指
針

に
基
づ
き
が
ん
検
診
を
行
い

ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
が
ん

検
診
を
受
け
て
ほ
し
い
と
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

が
ん
検
診
の
日
程
、
会
場
等

の
詳
細
は
「
平
成
28
年
度

飯
能
市
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
平
成
28
年
度

飯
能
市
健

康
カ
レ
ン
ダ
ー
」
は
、
市
役

所
本
庁
舎
、
各
地
区
行
政
セ

ン
タ
ー
、
駅
サ
ー
ビ
ス
コ
ー

ナ
ー
、
市
民
体
育
館
、
保
健

セ
ン
タ
ー
等
の
窓
口
で
も
配

布
し
て
い
ま
す
。

新 飯 能新 飯 能2016年7月24日2016年7月24日 ＮＯ．２０２６ＮＯ．２０２６

■
生
活
不
安
に
つ
い
て

・現
在
老
人
、
今
が
不
安
。
第

３
種
障
が
い
者
手
帳
を
持
っ
て

い
る
が
私
の
手
帳
で
は
交
通

費
の
補
助
が
な
い
。
医
療
費
に

つ
い
て
、
70
歳
未
満
は
３
割
負

担
、
子
ど
も
に
比
べ
て
老
人
の

方
が
い
つ
も
病
気
を
抱
え
、
医

者
通
い
が
多
い
。
（こ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
に
子
育
て
支
援
項
目
は
あ

る
が
老
人
対
策
が
な
い
。
と
て

も
残
念
で
す
）〔年
金
生
活
者

＝
60
代
・加
治
小
区
〕

・年
金
が
１
０
０
万
円
足
ら
ず

の
上
に
、
保
険
料
も
上
が
っ
て

生
活
の
根
源
を
揺
る
が
し
て
い

る
。
「反
政
治
」に
私
が
大
声

を
出
す
場
所
は
何
処
の
あ
る

の
か
！
〔年
金
生
活
者
＝
80

代
・加
治
東
小
地
区
〕

■
テ
ー
マ
パ
ー
ク
・地
域
活

性
化
に
つ
い
て

・ム
ー
ミ
ン
テ
ー
マ
パ
ー
ク
、
わ

か
ら
な
い
で
す
が
多
少
は
地
域

経
済
は
良
く
な
る
の
で
は
な
い

か
？
し
か
し
観
光
客
よ
り
、
飯

能
への
移
住
者
を
増
や
し
、
名

栗
や
原
市
場
な
ど
自
然
豊
か

な
環
境
の
中
で
、
学
び
を
得

る
こ
と
が
出
来
る
取
り
組
み

が
ほ
し
い
。
そ
の
た
め
に
は
バ
ス

代
の
補
助
な
ど
交
通
対
策
が

必
要
。
〔会
社
員
＝
20
代
・地

域
不
明
〕

・投
資
フ
ァ
ン
ド
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
だ
。
当
然
収
益
優
先
。
普

通
な
ら
今
の
時
期
は
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
内
容
を
Ｐ
Ｒ
し
、
一
番

賑
や
か
な
時
、
そ
れ
が
全
く

伝
わ
っ
て
こ
な
い
。
〔
年
金
生

活
者
＝
70
代
・第
二
小
区
〕

■
日
本
共
産
党
に
つ
い
て

・特
に
共
産
党
さ
ん
に
対
し
て

の
意
見
で
は
な
い
で
す
が
、
子

ど
も
が
い
る
の
で
子
育
て
支
援

事
業
は
助
か
っ
て
い
ま
す
。
近

隣
の
市
の
知
人
と
話
し
て
も

「飯
能
は
す
ご
い
ね
」と
言
わ

れ
る
こ
と
が
多
く
、
あ
り
が
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
〔専
業
主

婦
＝
30
代
・加
治
東
小
地
区
］

■
生
活
不
安
に
つ
い
て

・現
在
老
人
、
今
が
不
安
。
第

３
種
障
が
い
者
手
帳
を
持
っ
て

い
る
が
私
の
手
帳
で
は
交
通

費
の
補
助
が
な
い
。
医
療
費
に

つ
い
て
、
70
歳
未
満
は
３
割
負

担
、
子
ど
も
に
比
べ
て
老
人
の

方
が
い
つ
も
病
気
を
抱
え
、
医

者
通
い
が
多
い
。
（こ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
に
子
育
て
支
援
項
目
は
あ

る
が
老
人
対
策
が
な
い
。
と
て

も
残
念
で
す
）〔年
金
生
活
者

＝
60
代
・加
治
小
区
〕

・年
金
が
１
０
０
万
円
足
ら
ず

の
上
に
、
保
険
料
も
上
が
っ
て

生
活
の
根
源
を
揺
る
が
し
て
い

る
。
「反
政
治
」に
私
が
大
声

を
出
す
場
所
は
何
処
の
あ
る

の
か
！
〔年
金
生
活
者
＝
80

代
・加
治
東
小
地
区
〕

■
テ
ー
マ
パ
ー
ク
・地
域
活

性
化
に
つ
い
て

・ム
ー
ミ
ン
テ
ー
マ
パ
ー
ク
、
わ

か
ら
な
い
で
す
が
多
少
は
地
域

経
済
は
良
く
な
る
の
で
は
な
い

か
？
し
か
し
観
光
客
よ
り
、
飯

能
への
移
住
者
を
増
や
し
、
名

栗
や
原
市
場
な
ど
自
然
豊
か

な
環
境
の
中
で
、
学
び
を
得

る
こ
と
が
出
来
る
取
り
組
み

が
ほ
し
い
。
そ
の
た
め
に
は
バ
ス

代
の
補
助
な
ど
交
通
対
策
が

必
要
。
〔会
社
員
＝
20
代
・地

域
不
明
〕

・投
資
フ
ァ
ン
ド
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
だ
。
当
然
収
益
優
先
。
普

通
な
ら
今
の
時
期
は
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
内
容
を
Ｐ
Ｒ
し
、
一
番

賑
や
か
な
時
、
そ
れ
が
全
く

伝
わ
っ
て
こ
な
い
。
〔
年
金
生

活
者
＝
70
代
・第
二
小
区
〕

■
日
本
共
産
党
に
つ
い
て

・特
に
共
産
党
さ
ん
に
対
し
て

の
意
見
で
は
な
い
で
す
が
、
子

ど
も
が
い
る
の
で
子
育
て
支
援

事
業
は
助
か
っ
て
い
ま
す
。
近

隣
の
市
の
知
人
と
話
し
て
も

「飯
能
は
す
ご
い
ね
」と
言
わ

れ
る
こ
と
が
多
く
、
あ
り
が
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
〔専
業
主

婦
＝
30
代
・加
治
東
小
地
区
］

日
本
共
産
党
が
取
り
組
ん
だ
「
市
民
要

求
ア
ン
ケ
ー
ト
に
寄
せ
ら
れ
た
声

を
紹
介
し
ま
す
（
次
号
に
つ
づ
く
）

日
本
共
産
党
が
取
り
組
ん
だ
「
市
民
要

求
ア
ン
ケ
ー
ト
に
寄
せ
ら
れ
た
声

を
紹
介
し
ま
す
（
次
号
に
つ
づ
く
）

６６

十
年
計
画
で
８
万
人
維
持
め
ざ
す

ま
ち
づ
く
り
地
域
説
明
会
開
か
れ
る

十
年
計
画
で
８
万
人
維
持
め
ざ
す

ま
ち
づ
く
り
地
域
説
明
会
開
か
れ
る
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